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 我が国においては，平成22年に教育分野におけるICT利活用について，いくつかの政府方針が示さ

れた．このうち，「新成長戦略」（平成22年６月18日閣議決定）の工程表においては，「児童生徒１人

１台の情報端末による教育の本格展開の検討・推進」を2013年度（平成25年度）までに実施すべき

事項とし，「21 世紀にふさわしい学校教育の実現」を 2020 年度（平成 32 年度）までに実現すべき成

果目標とされた．又，総務省は，平成22年度から文部科学省と連携してフューチャースクール推進事

業を開始し，平成22年８月に全国10校の公立小学校を実証校として公表した．これらの学校には担

任や児童１人１台のタブレットPC，全ての普通教室への電子黒板の配備，無線LAN環境，クラウド・

コンピューティング技術の活用等によるICT環境が構築され，様々な実証が行われた． 

一方，戦後，教科書発行制度に関係された木田宏先生は，本学で開発したオーラルヒストリーにお

いて，教育（教科書等）の現状について話され，当時の思いと多くの課題を我々に提供されている．

その最も大きな課題の一つには，「教科書はこれでよいのか？」である．「学習指導要領の作成と併せ

今後，どのように印刷メディア，デジタルメディア等を用いて解決すべきか」（2012，木田教育資料報告

会報告書：岐阜女子大学 P54）と述べている．本研究では，児童生徒の特性に応じたデジタル学習材につ

いて地域学習材を題材にして報告する． 
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１．はじめに 
戦後，教科書は国定教科書から検定教科書へ

大きく変わり，学校，教師の観点からの採択が

可能になった．教科書は学校，地域の特性を配

慮し，学校に基礎をおいたカリキュラムの授業

実践でも主要な教材であることは確かである．

このことは，戦後から今日まで変わっていない．

ただ，戦後は教科書が主要な教材の一つとして

のメディアとなっている．戦後の教育改革の一

つである教科書を教える国定教科書から，検定

教科書への移行，それに伴う教科書の選択，一

人ひとりに適する教材としての教科書の提供が

どのように進められてきたかを，本学において

木田宏教育資料を用いて考察し，今後何をすべ

きかについて木田教育資料報告会で検討してい

る． 

ここでは，これまでの教科書の課題の検討は，

主として，学校・教師が中心的な役割としての

教材論であり，一人ひとりの児童生徒を育成す 

 

る資料（教材又は学習材）の在り方としての教

科書についての検討が欠けていると述べられ，

特に，算数教育のように，多様な児童の学習状

況が見られる教科では，一人ひとりの児童生 

徒の育成を配慮した教材や指導が必要とされる

と述べられている．（木田教育資料報告会資料,2012.11,

岐阜女子大学） 

このためには，一定のレベルの学習者を対象

にした教材・学習材で構成されている学習材の

提供も可能にする教材開発研究が必要となって

きた．その解決方法としてＩＣＴの導入による

新しい学習環境の観点から教材（教科書も含め

て）の検討をすべき時代になってきた． 

特に，現在の学習者の多様化や一人ひとりを

取り巻く社会環境を考えた時，各学習者に対し，

新しい学習環境の構成と学習材の開発研究が必

要になってきている． 

 

 



２．新しい学習環境の構成 

地域情報は，地域の財産であり，地域で活動

する多様な主体にとっても過去と未来をつなぐ

知の集積として記録・活用，なおかつ発信され

る価値を持つものである．それらが地域のコミ

ュニティをより豊かにし，新たに人と人，人と

地域をつなぐ，触媒として地域に輝きをもたら

す．そこで大切なことは教師自身が地域の伝統

文化を周知し共通認識し，デジタルアーカイブ

することである．そうすることでデジタルアー

カイブした情報を授業で活用し，地域に関する

新たな発見ができ，知識として地域を学べると

考える． 

アメリカの教育学者であるエドガー・デール

は著書”Audio-Visual Methods in Teaching” 

(1954=1957)において，「経験の円錐」(Cone of 

Experience)を提唱している． 

図１ 経験の円錐 

エドガー・デールは，「学習」は「経験」の

一般化にあると定義して，そのためにはもっと

も直接的で具体的な経験から，さまざまな抽象

化の段階を経て，最後にもっとも抽象的な言語

象徴つまり概念化に至ることを説いている． 

つまり，学習者の特性を活かす新しい学習環

境において，児童生徒一人ひとりに，個に応じ

た「わかる」「楽しい」「確かな力」をつける教

材を作成するためには，一人ひとりの子どもの

特性を把握するための分析ツールと調査機能が

必要となり，多くの教育用素材から一人ひとり

の学習者に合った学習材を作成するために，

Item Pool，Item Bankという保存概念を構築し，

学習材の保管管理をする必要がある． 

そこで述べた Hybrid Media は，デジタルア

ーカイブの「多様な資料をデジタル化入力」し

「デジタルアーカイブと保存」された中から，

「最も適するメディアの資料を取り出し使用」

する機能を表す用語として用いており，Hybrid 

Media の機能の利用例として，実物・活動，印

刷メディア，デジタルメディア，通信メディア

のメディア環境等の収集データを入力し，Item 

Bankに保管し，その中から利用に適したメディ

アで提示する．または，提示の方法を利用者が

選択し利用する方法が用いられている．このよ

うな視点から，教育・学習資料の保存・利用に

は，デジタルアーカイブについての理解と，さ

らに，学習材としての構成法についての理解が

必要となってくる． 

本研究では，これまで紙を中心にした教科書

（図書）のデジタル化から発展させ，Hybrid 

Media の機能，それに対する学習行動などエド

ガー・デールが提唱している「経験の円錐」を

元にした教育・学習の機能に適した学習材の構

成を考えた．  

開発したデジタル学習材「飛騨一之宮ものが

たり」は，次の三つの資料で構成している． 

（１）印刷資料「飛騨一之宮ものがたり」 

小・中学生が地域学習や飛騨一之宮へ

の研修旅行の計画や実際の旅行に持参で

きる児童・生徒用テキストとして利用で

きる．児童・生徒用の資料は，全体の資

料の中から研修旅行で参考になると考え

られる項目を選択し，さらに，各項目の

資料について抜粋し印刷した． 

（２）デジタル資料「飛騨一之宮ものがたり」 

児童生徒の学習用のデジタル学習材と

して，利用できるように構成した．教育

用メディア端末（iPad）で見ることがで

き，通信環境がなくても動画や静止画を

拡大しながら見ることができる．岐阜女

子大学が保管しているデジタルアーカイ

ブされた資料を全て提供すると，大変な

量になるため，その中から一部を選択し，

提供した． 

（３）Web資料「飛騨一之宮ものがたり」 

多様な関連映像・資料については，デ

ジタルアーカイブを構成し，その中から

先生方に必要な情報を選んで，テキスト

等を作られるときに利用できるようにし

た（詳細は http://hkl.gijodai.ac.jp/  から）． 



また，先生方のご指導のもと，児童生徒

がこの「飛騨一之宮ものがたり」デジタ

ルアーカイブ（ストック情報）を活用す

ることも可能である．また，ホットな話

題については，FaceBook という SNS を開

設し，フロー情報については個々から提

供できるようにしてある． 

 

図２「飛騨一之宮ものがたり」の構造 

 

３． 印刷資料「飛騨一之宮ものがたり」 

 印刷メディアとしての印刷資料「飛騨一之宮

ものがたり」は，４３頁で構成されている． 
 一般に，書籍型教材（問題集・参考書・辞典・

辞書など）では単元ごとやテーマごとなど必要

に応じた教材をいつでも利用できる仕組みが必

要と考えられており．課題テスト・学期末テス

ト・実力テストなどの評価アセスメントについ

ても学習者や学習進度によって変更が可能なシ

ステムの提供が必要とされる． 
そのために，印刷メディア学習材では，QR

コードを添付し，QR コードを教育用メディア

端末で読み取ると，詳しい情報を見ることがで

きる仕組みにしている．つまり，印刷メディア

は，情報のカタログを並べており，詳しい内容

や様々な動画・静止画は Web 版の学習材で見

ることができるようにしてある．印刷メディア

と通信メディアをこのQR コードで連携を図る

ことにより，内容を詳しく，また様々な形で提

供することが可能になる． 
また，地域や学校・学級の特色に合わせた教

材を使用することで，児童生徒に分かりやすく

学習意欲を高めることができるため，教材を容

易に作成・編集できるツールも必要となる． 

 

図３ 印刷メディアにおけるQRコード 

そのために，デジタルメディアとして，教育

用メディア端末に学習材を入れて提供できるよ

うにしている．また，その学習材には，確認テ

ストも入れることができ，教師が簡単に教材を

作成できるオーサリングツールも準備されてい

る． 
さらに，様々な素材をデジタルアーカイブし，

著作権の問題なしで活用できる Item Pool が必

要となる．そこには，教師・教育委員会などで

作成されたテストが蓄積され，必要に応じて学

習評価，学習効果の指針として使われるテスト

項目バンク（Item Bank）などのサービスもデ

ジタル教材利用時の検討課題として挙げられる．

学校・教室内で使用される教材・コンテンツに

ついては著作権制度の整備及び著作権法第 35 
条の修正・変更なども視野に入れることも必要

と考えられる． 

 
 

ＱＲコードについて 

教育用メディア端末やスマートフォンの普及に伴い，

インターネット等での情報アクセスが簡単に行えるよ

うになってきた．冊子でも，各資料項目の左端に，QR

コードを掲載している． 

教育用メディア端末やスマートフォンにおいて，専用

の読取りソフトを起動し，内蔵カメラを使用して読取り

を行うことにより，各項目の詳しい内容がWEBページで

表示される． 

 

Web資料「飛騨一之宮ものがたり」 

 

（デジタルアーカイブ） 

印刷資料 

「飛騨一之宮も

のがたり」 

デジタル資料

「飛騨一之宮も

のがたり」 



また，印刷メディアでの構成は，飛騨一之宮地

域の特色を表すために，「水」「木」「道」「祈り」「くら

し」の５つの項目で構成した．これらの項目につい

てのコンセプトを以下に示す． 

飛騨一之宮は，この地域に名高い位山の麓に

広がり，水・木・道・祈りなどをくらしのより所としな

がら，豊かに里の歴史を積み重ねてきました． 

飛騨の人々の生活に深くかかわる宮川が流れ

出すこの地域には，水温が年間 14℃前後の清流

のみに育つバイカモ（梅花藻）が見られ，この地の

シンボルの一つともなっています． ［水］ 

この地域の山々や里のところどころに巨木（大き

な木）が残されています．国指定天然記念物の樹

齢 2000 年の「大イチイ」，樹齢 1100 年の大幢寺の

「臥龍桜」などみごとです． ［木］ 

時代とともに，日本各地の文化が位山分水嶺の

峠を越えて，高山町や北飛騨全体のくらしの礎（も

とになるもの）を伝えてきた歴史があります．古くは

苅安峠を越えた位山古道，新しくは宮峠を越えた

国道 41 号線やＪＲ宮トンネルがあります． ［道］ 

都でも尊いと歌われた位山のふもとであるこの

地には，古代より飛騨一宮水無神社がまつられ，

飛騨はもとより富山県などの人々の厚い信仰は，

今も長くたえることなく続いています．［祈り］ 

遅い飛騨の春，一之宮の人たちは，桜の里の

花がいっぱいに咲くのを楽しみにしながら，水に

恵まれた米作りや豊かな山林の木々の伐りだしの

仕事に精を出すなど，長い歴史の時を生きてきた

のです． [くらし] 

 

４．デジタル資料「飛騨一之宮ものがたり」 

社会科の新学習指導要領の基本方針におい

て，「コンピュータなどを活用しながら，地図や

統計などの各種の資料から必要な情報を集めて

読み取ること」を重視することが述べられてい

る．「必要な情報を集める」ためには，そこに提

示されている資料を読み取る力が前提として必

要であり，その力は社会科を初めて学習するこ

とになる中学年で身につけるべき基本的な学力

である． 

そこで，中学年で活用する地域の副読本をデ

ジタル化し，資料の細かい部分への焦点化を容

易にするために各種資料を拡大提示し，書き込

みをおこないながら資料の読み取り方を指導す

ることにより，学習効果を高めること．また，

地域教材であるという特性を生かし，可能な範

囲内で写真や動画の撮影・収集し，デジタル副

読本に埋め込み，デジタル副読本に掲載されて

いる情報からのリンクとして，作成したページ

の関連情報を提示することにより，自分で調べ

学習を進める際にどのような資料を集めるべき

であるかを判断する力の基礎を身につけること

ができる． 

今回地域の副読本をデジタル学習材化する

際に最も重視したことは，「簡単に作成・加工・

追加」できることである．地域のデジタル作成

する際に予算措置をおこない，専門の業者に委

託しデジタル副読本を同時に作成する方法もあ

る．その方が見栄えのいい立派な学習材になる

ことは明らかであるが，専門の業者が高機能な

アプリケーションを使用して作成した学習材は，

一般的にその活用の仕方が作成者側の意図に制

限を受けてしまう傾向にある．また，新たな情

報を手に入れた際にその情報をデジタル学習材

に付加したいと思っても，素人には編集が難し

いことが多い． 

またデジタルである特性を生かすのであれ

ば，作成・加工・追加のしやすさは重要である．

紙媒体の副読本の改訂には多大の費用が必要だ

が，自作デジタル学習材の改訂にそれは必要な

い．地域学習材という特性から，与えたい情報

は各学年やクラスにより異なる場合もある．ま

た，地域の環境は日々変化をしているため，よ

り新しい情報を与えたい場面は多い． 

このためにも，今回のデジタル副読本したア

プリケーションは，だれでも簡単に作成・加工・

追加ができ，操作が容易なiBooksAutharを選ん

だ． 

図４ デジタル資料「飛騨一之宮ものがたり」 



図５ 動画の再生機能 

この学習材では，静止画の複数提示，動画の

再生，確認テストの作成等デジタルである特性

を活かした提示ができ，インターネットに接続

されておれば，言葉の意味を検索することも可

能であり，地域の素材の強力なツールとなる．

今回使用したアプリケーションは，無料ではあ

るが機種が限定されており，また提示も限定さ

れるという問題点もあるため，今後機種に依存

しないアプリが出現することに期待したい． 

図６ 確認テスト 

(2)デジタルアーカイブ 

地域資料として収集する情報は大まかに①

文化②自然③産業④生活の４つに分類される．

作成されたデジタル副読本は飛騨一之宮地域の

小学校で活用するため，地域の方々，教育研究

所，学校等と連携して行うことになった． 

役割分担を決め情報の収集にあたるが，とり

あえずは今回の事業のために実践する「飛騨一

之宮ものがたり」の主要部分の作成に集中し，

その他の単元は今後少しずつ収集し追加をおこ

なっていくことにした．他の情報とはリンクを

していない簡単なデジタル資料は 10 分間程度

作成され活用が可能であり，「慌てず急がず加

工・追加を進めていく」，このようなスタンスは

ICT活用の一つのキーワードになると思う．「加

工・追加が容易」であることは，ここでも生か

される． 

飛騨一ノ宮地域の地域資料情報は主に地域

の方たちにおけるデジタルアーカイブ事業で収

集した．多忙な教員はなかなか実際に現地に行

き収集する手聞はかけられなく，特別な場合を

のぞいてかけるべきではないと思う．デジタル

の特性を生かすということや，社会全体で子ど

もの教育にたずさわるという考えからも，既に

公開されている情報の収集にも地域と協働して

デジタルアーカイブすることが重要であると考

えている． 

 

５．Web資料「飛騨一之宮ものがたり」 

(1)Web資料「飛騨一之宮ものがたり」 

 通信メディアとして代表的な学習材として

インターネットのWebがある．今回作成した飛

騨一之宮地域のWebは，一部高山市のWebや地

域の観光協会のWebがあるだけで皆無といって

いいほど地域の資料がなかった．そのために，

せっかく地域の学習をしようと思っても地域の 

図７ Web資料「飛騨一之宮ものがたり」 



情報がなくては学習することもできない．そこ

で，印刷メディアと連携した地域学習Webであ

るWeb資料「飛騨一之宮ものがたり」を制作し

た． 

 Web 資料「飛騨一之宮ものがたり」は，先に

説明した印刷資料「飛騨一之宮ものがたり」と

連携するように設計されている．印刷資料「飛

騨一之宮ものがたり」にはQRコードが印刷され

ており，そのQRコードをQRコードリーダで読

み込むことにより，該当するWebを容易に読み

出すことが可能になる．印刷資料には，費用の

面からもあまり詳しい情報を提供することがで

きないが，Web との連携をすることにより，詳

細な情報並びに動画や多様な静止画を見ること

が可能になる． 

 (2)SNS版 Web資料「飛騨一之宮ものがたり」 

Web 資料「飛騨一之宮ものがたり」と並行し

て，SNS 版 Web 資料「飛騨一之宮ものがたり」

も制作した． 

ここでは，Web資料「飛騨一之宮ものがたり」

の作成過程やホットな話題を提供することを主

に制作している． Web資料「飛騨一之宮ものが

たり」はストック情報としてデジタルアーカイ

ブされた地域資料を正確に蓄積することを目的

にし，SNS版 Web資料「飛騨一之宮ものがたり」

は，フロー情報としての最新でしかも，誰でも

がアップデートできる情報を蓄積することを目

的に制作した． 

図９ SNS版 Web資料「飛騨一之宮ものがたり」 

 

６．おわりに 

これまで，小学４年生の社会科を中心にデジ

タル学習材の研究を進めてきたが，沖縄でのア

ンケートの結果でも，特に社会科でデジタル・

通信メディアの活用が有効と考えている教員が

多いことを示している．（宮城：デジタル教科書

作成のための基礎研究 2012.11） 

特に地域学習では内容を手軽に変更するこ

とのできる児童用デジタル教科書は，県別，市

町村別，そして校区別の多様な教科書の作成が

容易にでき，有効であった． 

しかし，授業の正確性を確保するためにも児

童に示すデータは厳密に検証され，信頼性のあ

る基準に沿って作成されなければならない． 

そうした意味でも今後，デジタルアーカイブ

が充実し，そのコンテンツを活用したデジタル

学習材が増えることを望む．その実現が，本当

の意味で，すべての児童の学力向上を目指した

カリキュラムの編成につながると考える． 

 

教育用メディア端末 

QR コード 

QR コードリーダ 

Web 資料「飛騨一之宮ものがたり」

印刷資料「飛騨一之宮ものがたり」 

図８ 通信メディアと印刷メディアとの連携 


